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学
長
英
国
へ
教
育
視
察

奥
田
東
学
長
は
、
去
る
八
月
二
十
二

日
英
国
文化
振
興会
の招
き
で、
英
国

各
大
γ
の
教
育視
察
と
、教
脅
界
と
産

業
会
の
交
渉状
況
を調
査
ず
る
た
め
イ

ギ
リ
ス
へ
出
発
し
た
.帰
国
は九
月
二

+
日
の
予
定
.

大
学
制
度
を
再
検
討

文
部
省

初

の

[
大

学
白

書

「出

す

文
部
省
に
よ
る
今
年
度
の
教
育
n
欝
は
八月
二十
一日
愛
知
文
相
に
よ
って
閣
議
に
報
弘
さ
れ
た
。自
諄
は
,わ
が

岡
の
高
等
教
育
-
戦
後
に
お
け
る
高
等
教
膏
の歩
み
」と
題
す
ろ
初
め
て
の
「大
学
臼
爵
」
で
あ
る
。
こ
の
「大

学
日
茜
」
は
全
文
A
5
版
三
百
二
十
ペ
ー
ジ
全
六
曜
と付
章
から
戊
り
、
新
制
大
学
十
五
年
の
歩
み
を
あ
と
づ
け

さ
ら
に
〃急
増
対
策
"
を
巾
心
と
す
る
大
学
問
題
と
多
向
的
に取
組
ん
で
い
る
が
、
大
学
人
の
間
に
は
そ
の
背
景

に
つ
い
て
警
戒
の色
も
見
え
る
.

第

一
章

ロ

ロ

戦
後
の
教
育
改
革

と

新
制
大

学

の

発

足
ロ

ロ

旧
制
凸硫ゴ
教
含
機
関
の
沿
嚇
を
述
へ
一

た
あと
、
終
戦
後
昭
和
二
十
一年
超
合
"

匡
侵
,円54へμ腐
の
要
請
に
よ
り
q
・D

・
スト
ダ
ー
ド
団
艮
に
よ
る
第
一次
教

∬施
没
団
が
来
日
、
教
育
改
革
を
か
案

し
て以
来
、
二
十
四
年
に
新
制
大
7
が
一た
め
・
暫
疋
的
な
措
置
る
と
ら
ざ
る
を

発
足
し
た
当
時
の
理
念
、
問
題
点
を
あ

げ
てい
る
。

第
二

早

ロ

ロ
高
等
教
育

の
展
開ロ

ロ

①
新
制
大
学
の
整
傭
【設
趾
。組
識

「大
学
臼
書
」
の要
旨
次
の通
り
。

文科
系
の50
合
が
大
き
い
。
比
率

は
国
、
公
㎡で
は
ほ
ぼ
同
率
だ
が
私

立
では
押
科
系
一に
対
し
文
科
系
二

・廿
で
、
呑
学
弓
総
数
約
七
十
六
万

人
の
う
ち
約
四
十
へ
万
人
と
令
体
の

六
十
=
鮒
が
又科
系
牢

で
あ
る
.

ま
た
他
に
教
宰
数
、
組
織
、
施
設
の

允
火
陛
な
ど
の
点
で
問
題
が
多
い
.

【管
理
・巡
営
】
大
,ゴと
く
に
国
㍍
大

叫～の
管
理
運
漕
は
発
足
当
初
に
そ
の
準

則
を
定
め
た
払
襲
か成
」
し
な
か
っ
た

】
新
制
人
岬、
は
人
的
、
物
的
条
招
の
不

一ま
れ
る
・

燃
灘
難
織
　繍鵡

得
な
か
った
。
そ
の
た
め
糾
織
閥
の
権

限
が
不
明
確
て
統
一体
と
し
て
の
大
写

の
宇
心決
疋
や
、
組
織
と
し
て
の
能
率

の
面
で
間
題
が
彗
じ
て
い
る
。
こ
れ
に

っ
い
て
は
中
小へ教
台
麻
議
会
が
.一十
五

}年
以
来
数
回
に
わ
た
っ
て
「大
学
の
管

獅
響
口に
つ
い
て
」
と
し
て
答
由
を
行

な
って
お
り
、
な
ん
ら
か
の
嬬
置
が
盟

礫
惣
齢
難
舗
遡
鞭
齢
腿縫

謙

凝

鍵
澱
騙
熱
雛
配
諜
繍
緩
騙
融獅嚇製
臓雛

た
のは
私
学
で
あ
る
。
愚イ
数
は
二
十
学
習
応
見
込
む
こ
と
の
適
再
、
一般
教

四51度
約
十
一.万
..ギ
人
(国
宣
..一万
育
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
な

八
千
、
公
立
一ご千
七
自
、
私
吹
八
万
一
さ
れ
て
い
る
.

千
》が
三
十
八
句
度
に
は
約
し
十
六
万

[国
ヴ
人
学
の
財
政
】
国
立
大
学
の
経

三
千
人
(圃
立
十
九
万
六
千
、
公
立
三
費
は
轄
備
拡
允
31
画
を
反
映
し
て
=
十

万
二
千
、
私
Ψ
五
十
三
万
.ギ
》
と
に
荒
到
曜
百
十
ゴ億
円
だ
っ
た
の
が
、
三

伸
びた
が
、
ζ
と
に
私
立
大
の
増
加
の
十
八
年
度
に
は
九
白
二
十
一偲
円
に
増

デ
ンポ
が
遮
い
.

加
し
、
学
牛
一人
当
り
経
費
も
向
澗
幽

こ
れ
を
響
攻
別
に
見
る
く
最
近
理
万
モ
千
円
か
ら
三
十
一万
四
千
円
に
伸

科
系
学
牛
数
が
増
加
し
た
と
は
い
え
び
た
.
し
か
し
大
学
の
年
間
予
算
は
年

ふ々
え
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ

'〃屑
費
茜
物
価
と
の
対
比
で
見
る
と
、

昭
和
十
年
を
基
準
と
し
て
物価
指
数
が

三
百
八
十
倍
な
の
に
対
し
、
大
学r
算

の
学
生
一人
当
り
の
絡費
は
二百
七
十

四
倍
に
と
ど
ま
り
、
ま
だ
戦前
の水
華

に
も
ど
って
い
な
い
.

【国
立
大
β
の
没
伽
】
国
忙大
学
の施

設
は
、
義
務
教
台
宇
枚
施
没
の応
急
整

備
が
峠
を
こ
し
た
一二十
六年
か
ら
第
一

次
曳
ヵ
勺
計
画
に
よ
っ
て大
輌な
整
備

が
図
ら
れ
て
い
る
.
し
かし
総
延
へ坪

数
ご
白
十
七
万
坪
の
症十
一ご鮒
が
木
造

建
築
で
あ
り
、
教
q
養成
学
耶の
場
合

は
旧
帥
範
β
校
枚舎
をそ
のま
ま
使
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が多
いた
め
七
士
..響

が
木
造
で
あ
る
.
こ
れら
木
造
建
築
物

白
十
五
万
坪
の
四
士
齊
に
当
る
四
十

}九
万
坪
が
「危
険
建物
」
と
認
定
さ
れ

て
お
り
、
と
く
に
M守牛
寮
と
付
属
耐
院

は
木
造
建
物
の
五十
八
鮒
が
「危
険
難

物
」
に
認
疋
さ
れて
い
る
.

ま
た
現
行塘
準
(戦
前
の
約
七
卜
鮒

に
相
当
)
で
算定
し
た
煽
合
の
施
没
の

不
足
年
数
は
全体
の=
十
三
響
、
危
険

坪
数
は
十
五
響
に至
って
い
る
.
不
足

坪
数
の
絶
対
縦
は
L学
部
流
万
E
千
坪

一般
教
餐
航
万
一千
坪
、
病
院
b
万
ゴ

千
坪
、
図
書館
「ご万
四千
坪
な
ど
が
目

"
って
お
り
、
図
井
鵡
、体
脅
館
、
学

4
寮
、
そ
の
他
学
補
の
福
利厚
牛
施
設

の
轄
備
は
犠

に
遅
れ
て
い
る
ので
、

四
十
一俺
優
か
ら
P
算
さ
れ
る
た学
生

の
急
増
に
粥
え
て
、
新
た
な年
次
計
幽

を
策
疋
す
る
必
慶
が
あ
る
.

注
・京
大
の
場
合
、
今年
充月
現
花

延
建
坪
十
二
万
坪
の
う
ち
〃危
険
嬉

物
4
謝
定
分
二
万
二千
坪
.
お
も
な

部
局
の
砥
建
坪
次
の
通
り。
(カ
ッ

コ
内
は
〃危
険
建
物
'躍
定
分
}
.

工
≠
部
二万
五
白坪
岱
.苓
坪
)
優

学
部
七千
坪
(二千
..一百
坪
)医
㍗

部
六千
坪
(二千
坪
)病
院
一万
八

千
坪
(二千
ピ
百
坪
)研
究
所
一万

一下
坪
(千
二
自
坪
)
1
以
」施
設

部
企
画
課
調
べ
.

席留
,
薗

働

馨

鐸

駿

②
短
期
大学

短
大
は
新
規
大
学
に
転

換
で
きな
か
った
旧
制
専
門
学
校
の
暫

定
的制
肢と
し
て
発
足
し
た
が
、
当
初

期
待
さ
れた
専
門
職
裳
教
膏
と
女
チ
の

高
等
教台
普
痩
と
い
う
役
割
を
十
分
果

た
し
て
急
速
に増
大
し
、
現
在
は
そ
の

炉
久
的
制
嵐化
が具
体
化
し
よ
う
と
し

て
い
る
.
大
学
の数
も
二十
気
褥

四
卜
九
校
だ
っ
た
の
が.二十
へ知
嘆
二

軸和
二
十
}板
に
ふ
え
、学
生
数
も
二
万

人
か
ら
四
万
五千
人
にな
った
.

男
女
比
で
は
発足
当
初
の男
チ
六
、

女
チ
四
が
、
三
十八
仰
度
で
は
男
チ

三
、
女
チ
七
に逆
転
し
て
い
る
.
し

か
し専
攻
学科
別
では
女
子
の
ため

の
文
科
、家
政
科
に屯
点
が
お
か
れ

法
商
経
、
理
」農
と
い
った
専
門
職

業
人
を着
成す
る学
科
の
比
雇
が
か

な
り
低
い
こ
と
が指
摘
さ
れ
て
い
る

と
く
に
私
ヶ
短大
は
家
政
四
.二
・二

軒
、
文
科
二
二
・
四
軒と
両
持
の
占

め
る
比
転
が大
き
い。

③
大
学
に
お
け
る
勘
労
胃
年教
胃

大

学
の
夜
醐
邪
は
二百
七十
大
μ」のう
ち

五
十
一
大
学
に
設
け
ら
ル
全
部
で
]
一

学
部
、
入
学
疋
は
約
二
万
入
で
、
昼
同

のほ
ぼ
六
分
の
一で
あ
り
、
学
部
の
種

類
は
文
科
系
が
大
多
数
で
あ
る
。

夜
間
の
大
≠
は
短
期
大
学
と
と
も
に

勤
労
迂
年
の
教
育
機
関
と
し
て
大
き
な

役
割
を
果
兀し
て
い
う
が
、
夜
閥
に
授

業
を行
な
う
と
い
う
不
利
な
条
門
に
打

勝
っ
て
教
鷲効
果
.〃.あ
げ
る
た
め
に
は

修
脊

限
、教
脅
施
没
、
設
備
、
予
習

方
仏
な
ど
で検
忍
す
べき
聞
題
は
多

い
。
ま
た
最
近
、
勤
労
.6向
で
な
い
3

生
(昼
閥
の大
学
の
入
試
に
失
敗
し
た

触庵
な
ど
)が
ふ
え
て
き
て
い
る
の
も

一考
セ
要
す
る
.

大
≠
通
信
教
脅
を
実
施
し
て
い
る
大

学
は
短
大
允ゐ蒼
め
て
十
三
、
学
生

数
は
介
耶
で
楓万
六
fr人
、
三
十
七

年
..一月
ま
で
に
二
万
一F
人
が
卒
w,小

した
が
、
卒
誓

の
受
け
入
れ
体
制

にま
だ
聞
題
が
残
さ
れ
て
い
る
.

④
糞
子
の
高
等
教
育

戦
後
の
学
制
改

革
で女
f
に対
し
て
大
学
の
門
月が
開

か
れ
、
短期
大
学
創
設
と
相
ま
って
女

子
の
高
等
教
脅
は
急
速
に
普
及
し
て
き

て
お
り
、
女
'
の大
学
、
短
大
進
害

は
二
十
五
年
度
の約
一万
四
千
人
に
対

し
..一十
八
41
度
は約
七万
九
F
人
に
増

加
し
た
。
一.一十八
41度
で大
学
生
の
十

五
・へ
幹
、
短
大
生
の
七
二
・六
鮒
が

女
チ
5r生
で
あ
る
。
し
か
し、
そ
の専

攻
が
特
冗
の
分
野
に菩
しく
片
寄
'.て

お
り
、
そ
の
、U義
自
体
に
も
なお
残
さ

れ
ス
問
題
が
あ
る
.

⑤
繁
暴
成
闘
略

⑥
理
工
系
単
生
の
増
募
縄
済
の
菖
戊

・戊
長
と
科
γ
技
術
の進
歩
に伴
な
い政

術
者
不
足
が
4
じ
、
琿
工系
養

の
大

幅
増
募
が
、
経
済計
画
の
一環
と
し
て

将
来
の
科
ソ
技術
渚
の嚢

を
予
測
し

て
計
画
的
に
行な
わ
れる
こ
と
に
な
っ

た
.
こ
れ
に
は
、
所得
坪
潮
訓
画期
間

内
に
約
十
七万
人
が不
足
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
ため
、第
一期
(三
十
二

～
三
十
五
年
)八
千
人
に引
紀
い
て
、

第
一一期
(三
十
六賀
を
初
碗
度
と
し
て

実
施中
)
一一万
人
増
募
計
画
を
た
て
た

他方
こ
の計
蜘
の
一環
と
し
て
、
申

版技
術
茜
餐
成
の
た
め
..一十
七
な
度

か
ら
16簿

門
≠
校
制
度
を
新
没
し

現
杵
亨で
に
三
十
六
校
が
新
波
さ

れ
、
好
討
の
う
ち
に
制
炭
と
し
て
確

立
し
つ
つ
あ
る
。

第

三
章

ロ

ロ
大
学

の
学
術
研
究ロ

ロ

最
凸
の教
育
機
國
と
し
て
の
性
格
と

と
も
に≠
術
研
究
の
中
心
と
し
て
の
機

能
〃、も
っ大
学
の
研
究
体
制
は
、
研
究

対
象
の範
囲
の
拡
大
内
容
の
複
雑
化
に

伴
な
い
大
ゆr付
眠
研
究
所
か
ら
、
兵
同

利
用
研
究
所
の
没
億
へと
強
化
、
拡
允

さ
れ
て
き
た
.

こ
の
よ
う
な
研
究
体
制
の
変
化
に
対

応
し
て
研
究
者
蔑

も
、
全
国
的
な
研

究
体
制
キ
蓮
絡
を
保
って
行
な
わ
れ
る

よ
う
流
動
研
究
員
制
履
な
ど
が
設
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
った
。
し
か
し
そ
の
管

理
運
営
面
に
は
ま
た
非
合
理
な
尽か
数

多
く
残
さ
れ
て
い
る
.

第
四
章

ロ

ロ
私
学
の
発
展

口

口

私
学
の
発展
1ー
略

私
ウ
大
学
は
大
戸
白
六十
四校
、短
大

ニ
ー-五
十
二
板
で
大
声
生
の
六十
八
。

五
幹
、
短
大
生
の八
十
二
・
二
響を
占

め
る
.
し
か
し
国
立
と
の財
政
的
格
差

は
大
き
い
。
か
っ
こ
内
は
国
立
大学
。

蓼

料
四万
七千
円
(
一万
二千

)
教
官
一人
当
り
学
生数
十
一・八
人

(五
人
)
学
生
一人当
り面
積
○
・八

坪
(∴一・
一)
差

一人当
り研
究
費

七
万
bF
円
(二十
七万
ヤ
千
)

第
五
章

ロ

ロ
学
生
を
め
ぐ
る

諸

問

題
ロ

ロ

①
大
単入
試

新
学
制
は
〃琳
線
型
"

制
慶
をと
った
た
め
、
高
校
進
壌

の

増
大
が
、
そ
のま
ま
大
学
志
願
者
増
と

な
っ
てあ
ら
わ
れ
て
い
る
.
こ
れ
に
応

じ
て
大
≠
の
門
戸も
広
ま
っ
た
が
旧
制

の
大
学
、
高
等
字
校
、
専
門
学
校
な
ど

を
母
体
と
し
て
発
足
し
た
新
制
大
学
間

で
は
格
亭
の
生
じ
る
の
も
や
む
を
得
な

い
面
が
あ
った
.
そ
の
た
め
伝統
あ
る

大
学
に
志
願
者
が
集
中
し
、
ま
た
卒
業

者
を
受
け
入
れ
る
社
会
で
も
就
職
そ
の

他
の面
で
洋
別
す
畔42風
潮
が
み
ら
れ
る

もし
新
視
卒
馨

以
外
の
憲
願
者

(注
・浪
人
)
が
な
く
、
大
学
の
よ

り
好
み
を
し
な
け
れ
ば
断
校
新
卒志

願
茜
の
九
十
鮒
が
入
学
で
き
る
こ
と

に
な
って
い
る
が
、
現
実
に
は
特
定

大
学
への
集
中
が
あ
り
、
し
か
も
十

一一、
三
が
に
述
す
る
眼
人
、
二
校
以

」Lを
受
験
す
る
者
が
あ
る
た
め
、
入

学
心畷
κ
の
数
は
ぼ
う
大
な
数
に
上

り
試
験
地
獄
磁
激
し
く
し
て
、
高
校

予
備
化
の
恐
仙も
招
い
て
い
る
.
こ

の
よう
な
情
勢
に
対
し
、
中
教
審
の

答
申
に基
づ
い
て
開
般
さ
れ
た
能
力

開
発
研
究
所
の
行
な
ろ
全
国
的
共
通

テ
スト
を中
心
に
、
公
正
で
客
観
的

な
入学
醇
選
抜
の
方
法
が
検
附
さ
れ

て
い
る
。

②
学
生
の経
済
生
活
と
賛
昌葡
度

掌

生
の
生
活費
は年

増々
加
し
て
お
り
年

間
一人
当
た
り
の経
費
は
も
費
、
生
活

費
押匁
口わ
せ
て
国立
では
自
宅
通
学
者

七
万
二
千
円
、
学
寮生
活
者
九
万
九
千

円
、
下
宿
屠
住者
十
二万
八
千
円
、
私

立
の
場
含
自宅
通栄
老
十
一万
五
千
円

学
寮
牛
活
背
十
荒万
四千
円
、
下
宿
十

八
万
F
千
円
と
な
っ
て
いる
。
こ
の
た

め
文
耶
省
の
三
十
六崖

調
盗
では
国

立
で
五
十
八
・
一響
、公
立
で四
十
七

・三
響
、
私
立
の
二十
。八
鮒
が
ア
ル

バ
イ
ト
を
必
蛮
とし
てい
る
。

わ
が
国
で
は
現在
、中
霞
度
以
ド
の

コ
家
庭
で
は
弊
牛牛
着
費
に兄
合
う
仕

送
り
が
で
き
な
い状
況
が
あ
る
。
日

本
台英
会
の奨
ヴ
生
は
大
掌
院
、
大

学
、
短大
A月わ
せて
二
十
四
万
人
、

六
人
に
一人
の削
合
で
あ
る
が
、
今

後
改簿
策
が
湖
じ
ら
れ
な
い
場
合
、

低
い所
得
階
層
の
国
民
に
と
って
、

教
育
の機
会
均
萎

無
実
に
な

ろ
う
.育
英
奨
繁

業
の
整
備
充
実

に
よ
る人
材
餐
成
が
不
可
欠
で
あ
る

大
学
人
は
警
戒

大
学
の
攻
勢

"
ラ
加
か

〃初
め
て
の
」八学
日
井
"-
「わが
国

の
高
義

胃
-
戦後
にお
け
る高
等
教

育
の
歩
み
」
と
題
す
る
こ
の白
書
は
教

育
白
害
と
し
て
は
丘
囲目
、
去
る
三
十

七
年
十
一月
の
〃教
育投
資
論
"
の
白

馨
に
次
ぐ
も
の
で文
部
償
の
一炉
八
ヵ

月
の
勉強
の成
果と
いえ
る
.
こ
の
五

月
二
十八
51発
表
のP
定
が急
に延
期

さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
や
っと
明
ら
か
に
さ

れ
た
理
由
は
同
日昇
が
〃急
増
対
策
"

に
対
す
る
政
所
の最
終
的
熊
度
を
小す

も
の
で
あ
り
、
こ
の点
で
一部
文
耶
官

僚
か
ら
物ほ
い
が
つ
いた
た
め
で
あ
っ

た
.
原
案
の
「十
万
人
増
-
内
わ
け
は

園
立
一万
、公
私
寛
六
万
、
短
大
三
万

とす
る
」槽
想
を
め
ぐ
二
㌔
μ質
的
允

一一
説解

「

実諭
"
者
と
〃門
戸開
放
論
"
者
が
対

立
、自
再
では
ふ
た
つ
の
理
急
寿
並
寸

さ
せ貝
体
的
な
数
字
な
伏
せ
て
発
表
ー。

て
い
る
.

紹
和
四
十
一年
度
か
ら
の
べ
ピ
ー
・

プ
ー
ム
ツ子
の
大
学
愛
入
れ
対
策
に
っ

い
ては
本
紙
で
も
し
ば
し
ば
触
れ
て
き

た
通
り
、
肇
く
か
ち
議

場
呼
び
、
去

年
四
月
に文
部
省
寡

、
諏
長
ク
ラ
ス

に
よ
っ
て作
ら
れ
た
「紬等
教
げ
研
究

会
」
は
急増
対
策
を
機
に
い
か
に
〃教

育
投
資
"論
を
採用
し
あ
わ
よ
く
ば

〃大
学
管
理
"
を
も
成
功
さ
せ
る
か
を

検
討
し
て
き
て
お
り
、
同
会
の
愈
向
は

ほ
ぼ白
書
に
貫
か
れ
て
い
る
.

大
学
人
は
大
学
日
雷
を
ど
う
受
け
と

って
い
る
か
?
「す
ぐ
に
役
立
つ
大
掌

生
一毎

9
つと
い
う
文
部
省
の
P
R
的

行
政
冨庁
であ
る
文
部
省
が
そ
の
範
囲

を
逸
脱
した
n
蒔
目体
に
反
対
し
て
い

る
。
こ
れ
に対
し
て
教
脅
学
部
の
一院

生
は白
瞥
を
「従
来
に
な
く
都
合
の
よ

い資
料
だ
」
と
し
て
「こ
れ
に
よ
って

政
府
の大
学
攻
勢
の
が
向
を
見
極
め
る

こ
と
がで
き
よ
う
」
と
述
べ
て
い
る
.

いず
れ
に
せ
よ
臼
辞
は
、
や
っと
大

学
警
量
揃
成
に
ま
で
手
を
伸
ば
し
た

政
府
H
プ
ル
ジ
ヨ
ワ
ジ
ー
が
総
復
習
と

色
彩
が
強
い
」
と
語
る
の
は
経
済
の
木
展
望
を
初
め
て
国
民
に
提
示
し
た
も
の

原
助
教
授
「大
学
の
施
設
が
戦
前
の
レ

であ
り
、
一昨
年
臼
嘗
の
い
わ
ゆ
る

〃教
育
投
資
"
と
い
う
資
本
の
論
理
が

ペル
に
も
至
って
い
な
い
こ
と
老
明
ら
貫
か
れ
て
い
る
点
で
興
味
深
い
.

か
に
し
た
こ
と
は
評
価
で
奮
る
が
、
他

番

め
て
政

的
な
も

だ

と
し
て

490旧 慌 職
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第
六
章

゜
ロ
ロ
今
後
の
高
等
教

育
の
展
望ロ
ロ

じ置
、傘幽 へ

,

③
学
生
の
厚
生
補
導
問
題
H
略

「ら
毎
隼
O
・五
伸
び
る
と
仮
定
す
る
と

④
学
生
の
自
治
活
動

い
わ
ゆ
る
彰柱
.四十
【i
三
郎
に
十
九
ー
二
十
一万
人

運
動は
、
戦
後
の
社
会
的
激
動
期
に
は

に違
す
る
,
そ
れ
に
浪
人
の
前
年
度
か

各
大
学
の
臼
治
会
に
広
く
浸
透
し
た
が
ら
の蓄
積
を
考
え
る
と
、
大
学
志
願
片

社
会
、経
済
の
定
定
に
伴
な
って
次
第
数
麩
.一十
八
年
度
の
四
十
四
万
人
か
ら

限膿難

誕

辮

譲

響

離

六万八千人になる見・込

 人だ
った
のが
三
十
八
卸
度
で
は
八
分

こ
の急
増
に
対
し
て
は
大
学
卒
穫
"

の
一の約
三
万
人
に
減
って
い
る
。
し

に対
す
一
社
会
的
要
請
と
の
関
連
と

か
し少
数
の活
動
家
に
よ
る
政
治
行
動

施
設
設
備
や
教
貫
組
織
整
備
の
可
能

は
、
か
え
っ
て過
激
と
な
り
、
不
法
行

性
を
十
分
考
慮
し
て
大
学
定
員
の
大

為
に
わた
る
者
が
少
な
く
な
い
。

わ
く
を
ど
う
す
る
か
、
園
公
私
立
大

⑤
就職
状
況

大
学
卒
萎

の
就
職
は

学
別
の
配
分
を
ど
う
す
る
か
・
大
学

最近
の経
済
好
況
の
た
め
へ
卒
堺誓
の

短
大
、
h毎
の
配
分
'"♪
ろ
す
勺か

埆
加
にか
か
わ
ら
ず
求
人
競
争
力
激
化

奪
攻
学
科
別
配
分
、
地
域
的
配
分
、

し
て
いる
。
こ
の
た
め
い
わ
ゆ
る
〃冴

男
女
の
割
へ,な
ど
声
鷺
慮
し
て
高
等

田買
い
"
の
弊
が
み
ら
れ
、
最
終
学
年

教
育
の
門
升を
粗
当
拡
大
し
な
け
れ

の教
育
効
果
を
妨
げ
て
い
る
.

ぱ
な
ら
な
い
。

大
学
の

①
社
会
の
進
農
と
穴
学
の
変
容

新
大
【

学
制
度
に
対
し
て
は
学
校
体
系
の
画
二

化
が
ゆ
き
す
ぎ
て
い
る
、
専
門
学
力
の

低
見
が
著
る
し
い
、
人
閥
形
成
が
不
十

分
だ
、
専
攻
分
野
が
文
科
系
に
片
寄
っ

て
い
る
な
ど
の
批
判
が
行
な
わ
れ
て
い

る
.
②
高
等
育
機
關
の
拡
張
(急
増
対
策
)

戦
後
の
大
学
志
願
醤
増
加
の
原
因
は
㎜ ③

大
社
制
度
の
今
後
の
課
題

賭
問
題
に
つ
い
て
は
、
巾
央
敦
育
審
議

会
の
答
申
を
も
と
に
世
論
、
襯
κ
の
意

見
を
聞
き
っ
っ
、
慎
暇
に
改
韓
の
措
置

【,誉
薇
み
L
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

応付

章

0

口
主
要
な
外
国

の

高
等
教
育口

口

主
要
な
外
園
の
同
一州
齢
人
口
に
お
け

一る
馨

教
育
機
関
在
学
脅
の
比
瑠
(昭

雛

雛
鐡
鞭
耀
焉
群
籏
麩
難
、

こ
れ
に
加
え
て
ベ
ビ
ー
・ブ
ー
ム
の
波
幽八
-
二
十
歳
)
五
・六
智
、
佛
(十
八

は
昭
和
四
十
一年
か
ら
大
学
に
人
学
す
1
二
十
二
歳
)
十
.五
賓
、
西
独
(十

る
の
で
、
一層
の
大
糞

増
が
見
九
⊥
一十
三
歳
)
五
.七
軒
、
ソ
連

込
れ
る
.
そ
の
増
加
数
は
薙

率

(十
七
1
=
十
一歳
)
十
一
.八
統
.

四
十
気
年
ま
で
に
七
十
荒
鮒
ま
で
伸
び

火
学
璽

も
三
十八
奪
の
三
十
鮒
か

①
孜
育
制
度
の
民
詫
化
②
縄
済
条件
の
一和
胃一十
七
年
度
)
日
本
(十
八
⊥
一

ド

(2)席 塑 墜秀 理撃 薪 月断 肺39年(・964年8月24e(朋e)(欄 朋 睨 行)(第ヨ種郵便物認可)第1206号

国
轟
蕪
戦

十
兀
隼
目
の
〃八
・
一死
"
を
む
か

え
て
、
例
岬
の
よ
ろ
に
あ
の
〃普
し
く

も
懐
か
し
い
日
々
"
を
思
い
お
こ
し
平

和
への
督
い
を
新
た
に
す
る
と
い
う
意

味
を
込
め
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
嘱
が
も

た
れ
、
ま
た
個
々
の
〃八
・
一五
"
を

記
述
す
る
と
い
う
作
漿
も
、
当
初
ほ
ど

の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
始
ん
ど
も
ち
え
て

い
な
い
た
が
ら
、
い
ぜ
ん
統
け
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
.

政
府
博
催
に
よ
る
第
旭
回
戦
没
名
迫

悼
式
は
、
許年
の
臼
比
谷
公
会
堂
か
ら

舞
台
々
靖
国
神
牡
に
う
つ
し
て
、
ま
さ

に
鉱
荏
した
「国
家
」
と
「国
民
」
の

一体
化
し
た
薇

な
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル

と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
今
後
に
存
続
稀
.窟

獲
得
し
た
嘔
が
あ
っ
た
.

池
国
ハ
相
が
式
辞
で
「国
難
に
殉
じ

κ
み
魂
」
「民
族
の
述
命
」
「祖
国
の

平
和
」
と
い
う
コ
ト
バ
を
、
明
ら
か
に

戦
前
、
戦
後
の
ズ
ト
レ
ー
ト
な
麓

の
ろ
え
で
「国
民
」
睡
「国
家
」
の
等

式
聴
衷
明
し
た
の
に
照
沁
し
て
、
遣
族

が
「人
い
ト
ド
も
臨
垢
さ
れ
、
国
の
も

と
で
こ
う
し
た
行
ト
が
行
な
わ
れ
・
長

41
の
鵜
労
も
織
わ
d
た
気
持
て
す
」
と

裸
な
が
ら
に
語
る
さ
ま
は
、
顧
句
既
に

休
嚇
済
み
♪
け
い
え
、
刃
逮
に
ど
う
し

よ
う
も
な
い
い
ら
だ
踪
卍〃γ
者
さ
せ
π

の
て
あ
・
た
。

μ奴
賊
"
か
ら
〃鶉

〆
を
、
い
わ

ば
〃加
担
"
か
ら
〃被
潔
"
の
見
楓
過

利
と
し
て
d
凸
した
で
あ
ろ
う
「破

中
」
派人
衆
は
、
決
し
て自
ら
〃加
店

"
の論
劃
や
う
み
だ
す
こ
と
な
く
、
再

び
μ加
釧
"
の
領
域
に
回
短し
て
し
".串

F.た
の
で
あ
ろ
う
か
。
だ
が
、
こ
の
い

さ
さ
か
〃匝
代
論
"
に
の
め
り
こ
み
な

が
ら
の
異
和
憾
の
提
出
と
い
う
こ
と
も

す
ぐ
さ
ま
次
の
よ
う
な
「戦
中
」
派
の

摺
弾
に
は
じ
き
返
さ
れ
て
し
ま
う
の
で

あ
え
。
戦
い
終
っ
て
十
九
臼
、
ズ
ホ
ン
だ
け

は
細
く
な
一,た
が
、
変
っ
た
も
の
は

何
も
な
い
の
だ
。
ラ
ジ
オ
の
録
宵-で

「愛
国
心
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
」

と
聞
か
れ
「国家
の
こ
と
な
ん
か知

っ
ち
ゃ
い
ね
え
」
と
こ
た
えた
汀
の

島
海浜
の若
呂が
い
く
ら
ふ
えて
も

「祖
国
」
の核
は
、
二十
圷
前
か
ら

一ミ
リも
動
い
て
い
な
い
の
であ
る

(井
卜光
昭
「体
験
・愛
国
心
」
日

判
ム

ぬ

本
・九
月
甘
)

「国
家
の
こ
レFな
ん
か知
っ
ち
ゃ
い

ね
え
」
と
屠
飛
る
心
集の
裏
目
に
は

「欝
が
な
ん
と
い
っ
ても
祇
国
は
あ

る
の
で
す
か
ら
」
と
いう
防
衛
大
生

の
意
識
が
付着
し
て
いる
の
が
私
た

ち
「戦
後世
代
」な
のだ
.

か
く
し
て
、こ
の
よう
な
〃超
"
世

の合体國民
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こもごも職 後 を語りはじめる

　 
代
的
な
広
が
り
を
も
っ
て確
謬さ
ルる

「
甕

抗
戦
"
が
い
っし
か
〃一臆

総
ザ
ン
ゲ
"
とな
り
〃無
条
門
降
伏
"

の
論
理
に
転化
さ
れ
て
い
った
」
と
い

う
日本
の大
衆
の
八
・
一五
体
験
に
お

け
る
〃原
罪
"
を
、
こ
も
ご
も
「国
家

」
髪
閥題
にす
る
ζ
と
に
よ
って
再
び

犯
し
つ
つあ
る
か
の
よ
う
な
の
で
あ
る

こ
と
し
の
八
・
一五
に
み
ら
れ
る
ジ

歩

藍

・

.・

幽

～

r

{

堀

」
濫

・

,

9

撃

,

`

8

8
、

　

ノ

モ

な

調

纏
蜘撚
蔑

ヤ
:
ナ
リ
ズ
ム
の論
測
は
、
明
ら
か
に

を

め
ぐ

る

右
留
藤
麺
爵
喝

験
諭

こ
う
し
た動
呵を
仇
取
り
し
た
う
え
で

の
、
〈ネー
.!ヨ
ンと
し
て
の
白
覚
〉

を
呼
び
かけ
る
も
ので
み
た
さ
れ
て
い

た
.こ
こ
では
へ敗
戦
に
よ
る
価
値
瞭
の

崩
喫

そ
れ
に
伴
う
国
民
的
炊
同
意

識
の欠
如
と
、
愛
国
心
の
喪
失
と
い

う
〉
〈親
と
子
の
世
代
的
な
共
通
点

〉
が
一致
し
て
な
げ
か
れ
、
〈世
界

的
に
も
り
あ
が
っ
て
い
る
国
家
『義

・民
族
司
義
の
波
の
な
か
で
の
、例

外
〉
(、朝
目
」ー
制
説
)
が指
摘
さ

れ
〈奇
跡
的
な
縄
済
成長
と
表
裏
一

体
を
な
す
精
神
的
牢鄭
〉を
み
た
す

も
の
と
し
て
〈や
む
に
やま
れぬ
人

閥
本
能
の
発
蕗
〉
(「毎
日
し社
説
)

と
し
て
の
、
ま
た
〈真
の意
味
での

国
際
主
義
や
乎
和
主義
を日
標
と
す

る
愛
国
心
V
(同
ム
)
を
も
っ
こ
と

が
魂
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
.

と
も
あ
れ
、
こ
う
し
た
ヴ論
が揃
摘

す
る
よ
う
に
〃敗
戦
"
が
凶
民
に
と
っ

て
「囚
家
」
'ρ・、冒識
ド
の
も
の
と
さ
せ

る
体
験
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な状
態
が

一般
に
は
け
ん
に
続
い
て
い
る
こ
と
は

凝
い
な
い
.
し
か
し
、
い
ぜ
ん
朋
崩は

知
醐人
が
、
へY
和
憲
払
の
"念
〉
と

ハ編
祁
N
象
〉
の
火
現
プ槽
想
とし
て

鐙
起
す
ご
さ
い
に
、
さ
ま
ざ
また
影
り

力
込め
て
述
へ
b
「N
民
的
㎡場
」形

成
論
が
、
い
わ
ば
「国
民
」
ゐ存
冶
す

べ
芒も
の
と
み
え
す
こ
と
に
よ
こ
㌔貫

徹
す
る
〃柚力
の
論
碑
"
に殆
ん
ど
載

然
と
し
た
区
別
が
み
ら
れな
いこ
と
に

存
在
そ
留
め
る
の
で
あ
り。右
のよ
う

な
〆人
ジ
ャ
ーナ
リ
ズ
ム
"
に寄
月
す

る
知
識
人
が
磐
翼
とす
る
な
ら
ば
、

こ
う
し
た
こ
と
は
、
い
わゆ
る
〃左
粥

'
知
識
人
に
も
い
える
こ
と
で
あ
る
.

臼
本
共
碓党
の革
命
戦
略
に
み
ら
れ

る
「民
謀才
義
」擁
護
闘
争
を
通
じ
て

民
族
的
愛因
統
一戦
線
の
粘
成
へ、
日

的
にあ
ら
わ
れて
い
る
に
す
ぎ
な
い
の

であ
る
.原
水
禁
人
会
を
は
じ
め
♪テ

る
、攣

和
巡
動
と
民
4
書
蟷
闘争

の崩
壊
が
小す
も
の
は
、
敗
戦
に
よ
っ

て
〃与
え
ら
れ
た
'
平
和
翫
法
と
、
プ

[ル
ジ
ョア
塁

↑
義
の
理
箋

体
と

し
て
ど
う
擁
濯
し
て
い
く
の
か
と
い
う

形
で
行
な
わ
れ
た
〃政
治
指
導
"
と
、

そ
れ
が
も
た
ら
し
た
と
こ
ろ
の
「国
、

民
」
の
四
4
過
創
を
検
対
し
な
い
か
ぎ

り
、
解
朋
不
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る.

い
い
か
え
る
な
ら
ば
、
過
⊥
の
〃政
治

出帽導
"
に
よ
る
〃反
体
制
"
運動
が、

不
冗
全
な
戦
後
の
政治
的
国
梁
'駕
廻
兀

す
る
こ
と
に
よ
う
て終
嵩
し
てし
ま
っ

た
と
い
う
逆
説
的
な側
面
に根
底
的
な

聞
題
が
あ
る
の
で
あ
る.

と
こ
ろ
で
、
こ
れま
で述
べ
てき
た

よ
う
なぺ
。
「五
を
め
ぐ
る
今
"
的
な

状
祝
に対
応
す
る
か
の
よ
う
に
繭
填
で

は
、
ひと
こ
ろ
の
〃戦
争
体
験
"
論
の

あ
とを
つけ
て
〃戦
後
体
験
"
の
朗
鰯

と
〃戦
艶
体験
の
ゆ
く
え
"
が
論
ぜ
ら

れた
の
が
鱒
徴
的
で
あ
った
.
明
治
維

新
か
ら
第
.次
人
戦
の
流
れ
を
と
ら
え

て
「史
観
の
争
い
」
を
展
開
し
た
り
、

「ぺー
ル
に
包
ま
れ
た
占
領
吋
代
」
と

い
う
よ
ち
な
讃

の
花
々
し
さ
に

比
べ、
そ
の
志
向
は
き
わ
め
て
陰微
に

ま
た
い
た
い
た
し
い
ほ
ど
の
〃聾
週化

"
〃継
承
"
の
執
念
に
褻
づ
け
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
っ
た
が
.

「思
想
の
科
学
」
六
月
号
の
へ戦
後

の
群

価
〉
八
月
号
の
く㎜
冤
体
験
の

ゆ
く
え
V
「雄
界
」八
月
号
の
〈占
鋤

時
代
〉
な
ど
各
特集
にみ
ら
れ
る
動
き

は
先
程
小唆
し
た
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど

危
機魑
に
あお
ら
れ
て
、
と
い
う
繍
が

し
な
い
でも
な
いけ
れ
ど
、
香
内琶
郎

流
に
〈戦
後
体
験
の
よ
り
細
や
か
た
検

対
、段
階
ごと
の
「な
識
」
の
内
容
1

「戦後
史
」を
通
し
て
つ
か
み
な
お
す

試
み
〉
で
あ
り
く
刈烈
と
し
て
知
識
人

か
ら饗

へ
(髭
現
す
る
「民
」
↓
無

寂
現
の
底
部
へ》
カ
デ
ゴ
ラ
イ
ズ
で
き

る
思
想
か
ら
ド
ロ
ド
ロ
に
澱
ん
だ
情
念

[の
カ
オ
ス
へと
人
き
く
拡
が
っ
て
行
く

傾
圃
が
み
え
て
い
る
V
(
「続
膚
新
聞

」
八
・
一し
号
v
と
い
う
こ
と
も
で
き

る
の
で
あ
ろ
う
.

一つ
は
…
・:與
な
っ
た
実
感
偏仰
を

相
西
に
椴
ね
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
戦
争
史
、
ひ
い
て
は世
界
史
の

に
中
n
己
と
他
茜
を
位雌
づ
け
る方

向
で
.のる
.

も
う
脚つ
の
方
向
(は
》
各
臼
に
間

有
の
仏
譲
の
深
み
を
ど
こ
ま
で
釦
週

求
し
て
ゆ
く
乃
法
で
あ
る
.
…
…
あ

る
線
を
こ
え
て
ド
降
す
る
と
「戦

争
」
体
験
で
は
な
く
、
人
閥
叫般
の

普
遍
的
な
体
験
が
浮
ぴ
上
が
っ
てく

る
は
ず
で
あ
る
.
(
「戦
争体
験
の

A,日
的
意
味
」
思
想
の科
学
。八
月

琶作
川
啓
一氏
は
、
き
わ
め
て明
解
に

41の
よ
う
な
〃纏
虞
"
の
方
み法
.小

し
た
け
れ
ど
へや
は
0
戦
争体
験
論
は

戦
偽
費
κ
論
と
糾
あ
わ
せ
な
い
と
、

一本
に
な
ら
な
い
の
か
も
しれ
な
い

V
(竹
内好
・
同石
)
と
い
う
こ
と
ば

が
〃運
動
蕊
"
を提
出
す
る
以
前
に
す

べ
て
を
δ
いあ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
うろ
か
.

二
、
三
を除
く
凡
百1の
〃戦
争
体
験

"
吐
露
が
、
ほと
ん
ど
「個
」
の
必
然

性
の
う
ち
に収
束
さ
れ
て
い
った
あ
と

状
況
は
、
あ
為
戦中
派
が
指
摘
し
た
、
[米
独
占
か
ら
の離
脱
.独
官
か
ら
中
立

国家
の実
現
へと
い
う
ンエ
ー
マの
小

す
も
の
は、
明
ら
か
に
石
に
の
へた
、

}
「国
民
」待
騨
論
と
同
一平
画
ー
の
論

輝
であ
る
が
、
た
だ
「革
命
」
と
い
う

帰
納
にの
め
り
こ
み
、
ま
た
国
除
共
趨

一主
義
運
動
な
ど
と
い
う
擬
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョナ
リ
ズ
ム
の
背
衆
に
よ
っ
て
い
る

一点
で
、
現
実
的
に
は
そ
れ
が
自
己
否
定

を
う
け
て
、
い
ま
ま
た
〃戦
後
傭
験
"

を
語
る
ζ
と
がは
じ
ま
った
.
そ
し
て

竹
内瓜
の先
のこ
と
ぱ
の
〈争
〉
を
〈

後
〉
に転
化
さ
せ
る
作
聴
は
決
し
て
要

易
に進
むと
は
思
わ
れ
な
い
が
、
そ
の

完遂
した
と
き
に
は
、
L
山
掃
平
氏
な

ど
の
いう
「H
本
防
衛
論
」
は
根
底
か

ら
粉
砕
さ
れ
、
私
た
ち
の
μ原
卵
"
も

ま
た
内
穫
的
に
兇
服
さ
れ
て
い
る
は
ず

であ
る
.
(M
)

あ
ま
り
に
埴
谷
的
な
…

想
像
力
の
徹
底
性
の
う
ち
に

埴
谷
雄
高
著

甕

と

婬

蜷

本
雷
の
贋
頭
、
序
調
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で著
者
垣
谷
昂
高
は
「あ
な
た
が
一番

い
やな
こ
と
は
?
」
の
問
に
対
し
て

「こう
と
しか
考
え
ら
れ
ぬ
こ
の
思
考

法
」
と答
κ
て
いる
.
宇
富
の
闇
と
無

●

を
「力
」
とし
て展
開
す
る
埴
谷
は

「奔

の題
は
現
火
と
架
牢
、
下
方
と

ヒ方
、
水
μ
と
漉
ぼ
を
戯
味
す
る
」

(あ
と
が
き
)
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に

二
つの
対
官
概
茅

揚
し
た
と
こ
ろ

に寸
と
ろ
と
し
て
い
る
.

し
た
が
って
彼
の
こ
の
よ
う
な
盗
勢

が
ド
ス
ト
エフ
ス
キ
ー
、ず
オ
、サ
ド
の

ラ
イ
ン
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ア"
く
の
も

当
然
と
い
え
よ
う
.
し
か
し
従
来
の
彼

の
押
論
集
で
は
余
の
取
り
扱
わ
れ
な
か

った
サ
F
に
つ
い
て
多
ン建

し
て
あ

る
のが
こ
の
評
論
集
の
特
色
で
あ
る
.

だ
が
彼
が
常
に
憲
両
す
る
ハ不
可
能
性

の文
学
vの
線
は
依
然
と
し
て
崩
れ
て

いな
い。
「論
理
の
微
底
性
が
想
像
力

の領
域
に
適
用
さ
れ
る
と
、
考
え
得
る

限
り
の
あ
ら
ゆ
る
可
聾
拙を
迫
求
し
た

果
て
に
、
つ
い
に
は
そ
の
可
能
性
の
極

限
碧
越
え
て
不
可
能
性
の
領
域
へ飛
躍

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
い
、
そ

の
休
現
蹄
と
し
て
サ
ド
や
ド
ス
ト
エ
フ

ス
キ
ー
を
掲
げ
る
の
で
あ
る
.
ま
た
こ

の
論
理
は
裏
返
せ
は
〃不
可
能
性
の
可

能
惟
"
の
追
求
と
い
い
換
え
う
る
も
の

・で
あ
り
、
縦
横
無
尽
な
弁
灌
法
的
な
思

考
と
い
え
る
.

『
アサヒ工業
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負
の
領
域
に
沈
潜
す
る
壇
谷
が
、
彼

自
ら
〈内
昼
の
思
想
v
と
定
義
づ
け
し

て
い
る
サ
ド
に
多
く
の
関
心
を
寄
せ
る

の
は
何
故
だ
ろ
う
か
マ
そ
れ
は
現在
進

行
申
の
サ
ド
裁
判
に
よ
る
も
のと
、サ

ド
が
余
可
能
性
の
作
家
〉
であ
る嵐

の
二
つ
に
よ
る
.
前
骨
に
お
い
ては
別

の
評
論
「政
治
と
文
単
」
の領
域
にま

で
及
ぷ
.
「政
治
は
現控
の生
以
外
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
のす
べ
てが
タ
ブ

ー
で
あ
り
…
…
文
学
は
…
…考
え
ら
れ

想
像
さ
れ
得
る
か
ぎ
り
の現
実
か
ら
弗

現
爽
ま
で
す
べ
て
にも
積
極
的
に
か
か

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
いう
の
7、ぴき
な
ら

ぬ
運
命
を
負
一ノて
…
…
」と
述
べ、
ワ

イ
セ
ソ
の
者
で
遺
ま
る政
治
に
対
し
て

強
く
反
駁
を加
え}43。
そし
て
「考
え

ら
れ
、
想
像
さ
れ得
る
か
ぎり
の現
実

か
ら
非
現
爽
ま
で
」
の文
学
は
ス
ト
レ

ー
ト
に後
者
距爵
ぷ
つく
の
で
あ

ま
た
サ
ド
の文
学
に
つ
い
て
従
来
の

コ
、ゾ
ヒ
ズ
ム
と
サ
デ
弓ズ
ム
」
と
い

う
人
間
の情
欲
の
視
点
か
ら
」渉
奥
に

入
って
、
胤
交
の
裏
に
人
澗
の
愚

を

見
る
.
そ
し
て
「穐
」
を
耶
な
る
空
想

的
領
城
で
な
く
、
論
理
の
徹
優
性
を
も

った
想
像
力
の
涯
し
な
い
駆
使
に
よ
る

世
界
に
兄
よ
う
と
す
る
.

一体
こ
の
よ
う
に
執
拗
な
ま
で
余

可
能
幌
の
文
学
〉
に
固
倣
す
る
の
は
何

故
か
?
そ
れ
は
「観
急
」
の
極
限
化
、

い
い
換
え
る
な
ら
ば
論
理
の
徽
庚
化
「

そ
の
帰
赫
す
る
と
こ
ろ
め
不
可
能
性
そ

こ
に
こ
そ
「力
」
が
あ
る
♪考
え
て
いへ

る
か
ら
だ
ろ
う
.
論
理
と
耀

の
摘
合

を
沢
視
す
る
埴
谷
に
と
って
瀾
掲
し
て

ま
った
頭
脳
し
か
持
た
ぬ
政
治
蹴
義
的

な
文
掌
者
は
我
慢
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
.

(い
や
頭
か
ら
問
題
に
し
て
い
な
い
か

も
知
れ
な
い
).

第
夏
部
に
ま
で
分
け
ら
れ
て
い
る
こ

の
騨
諭
集
は
第
-
部
で
ド
ス
小
エ
フ
ス

キ
ー
、
サ
ド
、
ボ
ー
に
つ
い
て
箸
し

第
1
部
は
淋
謝
、
第
且
部
は
エ
ソ
セ
イ

と
な
って
い
る
.

第
T
部
の
沸
灘
は
寸
評
と
い
っ
た
よ

う
な
も
の
が
多
く
,
簡
琳
に
言
及
さ
れ

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
渋
沢
艘

彦
に
っ
い
て
は
か
な
り
の
ス
ペ
ー
ス
を

割
き
、
改
め
て
「輿
端
滑
」
に
つ
い

て
考
察
し
て
い
る
.
「異
端
者
と
は
、

昼
の
塩
活
κ
に
舛
す
る
夜
の
思
禦
者
、

明
る
い
現
在
に
対
す
る
晒
い
根
源
と
窺

極
への
飛
翔
者
、
握
の
固
定
し
た
秩
序

に
対
す
る
反
秩
序
、
反
道
徳
、
反
椛
力

の
触
発
者
で
あ
る
」
そ
し
て
凪
に
渋
沢

は
"
本
で
唯
一と
で
も
い
い
う
る
異
端

者
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
分
る
よ

う
に
木
沸
は
、
当
然
か
も
知
れ
ぬ
が
あ

く
ま
で
埴
谷
雄
高
的
で
あ
る
。
政
治
と

の
関
連
を
ふ
ま
え
て
、
常
に
令
体
と
個

の
独
白
性
、
そ
こ
か
ら
く
る
自
山
へ

の
方
向
等
を
肴
過
し
な
い
.
シ
ュ
ー
ル

レ
ア
リ
ズ
ム
が
シ
ュ
ー
ル
で
な
ノ＼
不

健
全
で
あ
る
こ
と
が
健
全
で
あ
る
こ
と

を
意
味
す
る
現
在
の状
況
にあ
っ
ては

涯
し
な
く
下
万
へ
、負
の領
域
へと
沈

ん
で
行
く
彼
は
個
の
独自
性
の具
現
膏

で
あ
る
。
〈闇
へ
の
偏奇
〉
と
〈幻
想

的
な
沈
鱒
さ
〉
を
具
えた
彼
には
一種

の
「永
遠
」
の持
つ不
思
議
な
霧
囲
気

す
ら
憾
じ
ら
れ
る
の
であ
る。

そ
し
て彼
は
ま
た
U
頭
に引
用
し
た

ア
ン
か
ー
ト
で
「ど
こ
に行
き
た
いと

お考
え
で
す
か?
」
の閥
に対
し
て
答

え
て
い
る
。
「意識
が即
ち存
在
であ

る
よ
う
な
何
処
の世
界
」と
.
(未
釆

社
刊
・B
6
判
・五
八
〇
円
〉
(ア
)


